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■表紙の写真説明

10月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

９月15日、中津川地区で

開催。約1,350人の方が訪

れ、踊りを観覧されました。

　　　　　関連記事Ｐ16

２　メガソーラー稼働

４　滞納整理強化月間

５　町の財政健全化指標

６　町政座談会開催中　

10　まちのニュース

８　「かごしまの教育」県民週間

25　お便りコーナー

大石神社秋季大祭
金吾様踊り

27　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

28　人・夢
　　休日在宅医・薬局

19　鶴田ダム再開発速報

20　がんばれ認定農業者

21　保健師だより

22　くらしの情報

　

９
月
20
日
、
旧
宮
之
城
中
学
校
跡
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

完
成
し
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
髙
町
長
を
始
め
、
管
理
運
営
を
行
う
株
式
会

社
大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
の
関
係
者
な
ど
約
20
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
で
、
日
髙
町
長
は
「
こ
の
場
所
は
、
住
民
の
憩
い
の
公

園
や
、
旧
宮
之
城
中
学
校
の
学
び
舎
で
あ
っ
た
た
め
、
町
民

の
関
心
も
高
く
歴
史
の
深
い
所
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
域
貢
献
を
し
て
い
く
場
所

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
発
電
量
２
．
65
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、

年
間
発
電
量
は
２
８
９
万
６
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
一
般
家
庭
約

８
６
０
戸
分
に
相
当
）
で
、
液
晶
パ
ネ
ル
を
合
計
１
０
，
９

４
８
枚
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
九
州
電
力
に
20
年
間
売
電
さ
れ
、

町
民
の
皆
様
に
安
全
・
安
心
な
電
気
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
等
で
停
電
し
た
場
合
に
は
、
非
常
用
電
源
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
所
の
愛
称
募
集
を
平
成
25

年
６
月
７
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で
行
っ
た

と
こ
ろ
、
１
３
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
・
特
別
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者

は
３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

愛称パネル除幕式の様子

まなほ

「誰もが覚えやすいひびき

にしました。たくさんの

太陽エネルギーを集めて

ほしいです」

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
「
さ
ん 

Ｓ
Ｕ
Ｎ 

さ
つ
ま
」
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

現
地
に
は
、
観
覧
広
場
も
設
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
団
体
等
で
見
学
さ
れ
た
い

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
企
画
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メガソーラーメガソーラー

人
々
の
生
活
視
点
か
ら
作
る
環
境
美
化
の
町

　

地
球
環
境
に
優
し
い
、

　
　
　

無
限
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生

①発電所の起動ボタンを押す、株式会社大林組常務執行役員蓮輪賢治氏、日髙政勝町長
　株式会社大林組常務執行役員九州支店長林雅仁氏（左から）
②役場本庁舎入口に設置された発電表示パネル

愛
称
募
集
に

　

１
３
１
点
の
応
募

愛称決定!!愛称決定!!

「さん ＳＵＮ さつま」「さん ＳＵＮ さつま」

見
学
も
で
き
ま
す

最優秀賞最優秀賞
『さん  ＳＵＮ  さつま』

甫立　愛歩さん

（宮之城中学校１年）

愛称募集

 入賞者
特別賞特別賞

「さつま町に出来た太陽光発電

所が大きな力となりますよう

に！!」

「でんきをつくりだし、みんな

「みやのじょう」の幸せな生

活をとどけてくれる場所」

「さつま町の未来が光り輝いて

いくことができる施設になる

ように」

『さつまサンパワー』
　山口佳那子さん（宮之城中学校３年）

『みやんじょエコランド』
　山崎　梗楓さん（盈進小学校３年）

「太陽光線がにこにこ降りそそい

で、発電パネルがにこにこ受け止

めて発電してくれる場所。子ども

たちも覚えやすいのではないかと

思います」

『おひさまニコニコランド』
　翁長　義朗さん（紫尾区）

「太陽エネルギーがたくさん作りだ

せる場所をイメージしました」

『サン・パワーランドさつま』
　山﨑　真琳さん（盈進小学校６年）

優秀賞優秀賞

お問い合わせ先
企画課　企画係（内線2222）

信教寺

さつま町役場
 （本庁舎）

タイヨー

盈進小学校
プラッセ
 だいわ

267

←至　鹿児島市 至 出水市→

328

さん SUN さつま

稼働稼働
か ど うか ど う

観覧広場より撮影 ②①

『ＳＵＮ，燦，さつま』
　深川　晴久さん（宮之城屋地区）

さん



平成
24年度

前年度
比較

赤字なし

赤字なし

１３.６％

２１.９％

ー

ー

▲１.９％

▲９.８％

さつま町の指数

①実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

②連結実質赤字比率

131.1％
％
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４広報さつま５ 広報さつま

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、

決算に基づいた町の財政状況をより明らかにするものです。

　企業会計の資金不足が、企業会計の事業規模である営業収
益（料金収入等）の規模に占める割合を示します。
　本町は、各会計とも黒字で資金不足が生じていないため、
指標は表示されません。
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19.5％ 18.5％ 18.0％
16.6％ 15.5％

13.6％

前年度と比較して、実質公債費比率
は １．９％、将来負担比率は
９．８％ 改善しました。

今後も引き続き、財政の
健全化に向けた取り組み
を進めてまいります。

　
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
、
督
促
状
を
受
領
後
も
税
金
を
納
め
て

い
な
い
と
、
税
法
に
も
と
づ
い
て
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押

え
・
公
売
な
ど
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
預
貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、
生
命
保
険
等
の
差
押

え
や
滞
納
者
宅
で
動
産
（
ゴ
ル
フ
道
具
な
ど
の
物
品
）
を
差
押

え
る
「
捜
索
」
、
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」
装
置
を
使
用
し
た
自
動

車
差
押
え
を
行
う
な
ど
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

差
押
え
た
財
産
は
、
換
価
し
、
滞
納
に
充
当
し
ま
す
。

　
税
金
は
、
町
に
住
む
皆
さ
ん
が
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
、
消
防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
が
増
え
る

と
、
税
収
が
減
り
、
十
分
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
内
に
納
付
し
た
人
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
ま

す
。

　仕事などで納付する時間がとれない場合は「口座振替」が便利
です。うっかり納付を忘れて延滞金（年14.6％）が加算される心
配もありません。金融機関・郵便局または役場に備えてある「口
座振替依頼書」に記入・押印のうえ、ご利用予定の金融機関・郵便局窓口でお手続きください。
　お手続きには口座に使用されている届出印が必要です。なお、口座振替は申込書を受理した
月の翌月からとなりますのでご注意ください。
（※取り扱い可能な金融機関など詳しくは税務課へお問い合わせください。）

タイヤロック装置の装着例

10月はこれらの財産差

押えを強化し、滞納税

の圧縮に努めます。

①実質赤字比率
　福祉・教育・まちづくり等を行う一般会計の赤

字額が、標準的な収入に対してどれくらいの割合

になるのかを指標化したもの。

②連結実質赤字比率
　町の全会計を合算し、全体の赤字額が標準的な

収入に対してどれくらいの割合になるのかを指標

化したもの。

③実質公債費比率
　地方債等（借入金）の返済額が標準的な収入に

対してどれくらいの割合になるのかを指標化し、

３ヶ年分を平均したもの。

④将来負担比率
　一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性

のある負担等の残高が、標準的な収入に対してど

れくらいの割合になるかを指標化したもの。

４つの基準

この基準を超えると黄信号

この基準を超えると赤信号

普通会計
（一般会計）

公営企業会計
（国保事業特別会計）

（水道事業会計）
（その他特別会計）

一部事務組合
広域連合

（県後期高齢者医療広域連合など）

①
実
質
赤
字

比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

地方公社
第三セクター

（町土地開発公社など）

現在、青信号です！

さつま町の場合は…

10
月
は
滞
納
整
理◆まずは、ご相談ください

◆納付には便利な口座振替を

　特別なご事情で納付期限までに納付することが困難な場合には
必ずご相談ください。

＜お問い合わせ・相談先＞　税務課　収納第１係・収納第２係　電話：53-1111（内線2113・2114）

税金は定められた納期限までに
                  　必ず納付しましょう

◆税金以外の各種料金につきましても、期限内の納付をお願いいたします。

・保　育　料（保育園保育料・幼稚園保育料）

・各種保険料（後期高齢者医療保険料・介護保険料）

・各種使用料（住宅使用料・水道使用料・農業集落排水施設使用料など）

・各種貸付金（住宅新築資金貸付金・災害援護資金貸付金・奨学資金貸付金など）

・そ　の　他（住宅団地貸付料・し尿処理手数料・各施設使用料など）

　　　　　　　　　　　　　　　【上記料金等については、各担当課へ問い合わせ下さい。】

その他の料金も…納期内納付を！

強
化
月
間
！

税
金
を
滞
納

　
　

   

し
て
い
ま
せ
ん
か

町の財政健全化判断比率等
（平成24年度決算速報値）

３ 資金不足比率
《企業会計》
・さつま町水道事業会計
・さつま町簡易水道事業会計
・さつま町農業集落排水事業特別会計

市
町
村
（
地
方
自
治
体
）

350%

20%

18.49%

30%

25%

35%

13.49%早期健全化基準

財政再生基準

２ 町の健全化判断比率の推移

１ 健全化判断比率の対象範囲

①～④のそれぞれの比率が次の基準を超えると…

年々改善しています



時
吉
区

永
野
区

久
富
木
区

柏
原
区

７
月
24
日
（
水
）

７
月
26
日
（
金
）

７
月
29
日
（
月
）

７
月
30
日
（
火
）

泊
野
区

柊
野
区

佐
志
区

湯
田
区

白
男
川
区

中
津
川
区

８
月
１
日
（
木
）

８
月
10
日
（
土
）

８
月
26
日
（
月
）

８
月
９
日
（
金
）

８
月
21
日
（
水
）

８
月
27
日
（
火
）

開
催
中

開
催
中

６広報さつま７ 広報さつま

町
政
座
談
会

町
政
座
談
会

　
町
で
は
、
７
月
24
日
の
時
吉
区
公
民
館
で
の
開
催
を

皮
切
り
に
「
平
成
25
年
度
町
政
座
談
会
（
ふ
る
さ
と
元

気
座
談
会
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
主
に
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
年
度
内
に
全
20
区
公
民
館
で
行
う
予
定
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
８
月
27
日
に
行
わ
れ
た
中
津
川
区
公

民
館
ま
で
の
10
区
公
民
館
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の

意
見
を
町
政
に

①
第
２
次
さ
つ
ま
町
総
合
振
興
計
画
の
策
定
（
企
画
課
）

②
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
防
災
対
策
編
）
の
策
定
及
び

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
安
全
安
心
対
策
課
）

●
ち
く
り
ん
館
を
活
用
し
た

地
域
振
興
策
と
６
次
産
業

化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

●
高
規
格
道
路
と
川
内
川
沿

い
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

●
時
吉
ほ
た
る
館
の
厨
房
の

活
用
に
つ
い
て

●
農
林
業
振
興
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
防
火
水
槽
の
維
持
管
理
及

び
た
め
池
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

●
薩
摩
山
崎
駅
跡
周
辺
地
域

の
美
化
管
理
（
草
払
い
）

に
つ
い
て

●
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

●
外
郭
団
体
で
あ
る
土
地
改

良
区
と
町
と
の
関
係
に
つ

い
て

●
農
林
業
振
興
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
つ
い
て

●
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

●
道
路
等
の
改
善
に
つ
い
て

●
町
の
行
政
改
革
に
つ
い
て

●
人
材
登
用
、
役
場
職
員
の

給
料
に
つ
い
て

●
湯
田
区
へ
の
火
力
発
電
所

設
置
の
件
に
つ
い
て

●
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て

●
種
イ
モ
（
こ
ん
に
ゃ
く
イ

モ
）
の
助
成
に
つ
い
て

●
伝
承
芸
能
に
つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
町
道
沿
線
の
除
草
（
草
払

い
作
業
）
に
つ
い
て

●
き
ら
ら
公
園
の
指
定
管
理

に
つ
い
て

●
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て

●
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

●
土
地
改
良
区
の
地
区
外
除

外
等
に
つ
い
て

●
井
堰
の
転
倒
ゲ
ー
ト
に
つ

い
て

●
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

●
通
学
に
伴
う
公
共
交
通
機

関
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
南
国
砕
石
の
跡
地
活
用
に

つ
い
て

●
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
現
状
に
つ

い
て

●
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
高
規
格
道
路
の
経
路
に
つ

い
て

●
泊
野
川
の
防
災
対
策
に
つ

い
て

●
地
域
公
共
交
通
（
バ
ス
運

行
）
に
つ
い
て

●
紫
陽
館
の
指
定
管
理
の
基

本
協
定
の
見
直
し
に
つ
い

て

●
独
居
老
人
世
帯
家
屋
の
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

●
高
規
格
道
路
法
面
の
管
理

作
業
に
つ
い
て

●
財
政
状
況
に
つ
い
て

●
本
庁
舎
建
設
に
伴
う
支
所

機
能
の
方
向
性
に
つ
い
て

●
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

●
稲
発
酵
粗
飼
料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

の
検
査
体
制
に
つ
い
て

●
柏
原
運
動
公
園
の
屋
外
ト

イ
レ
に
つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て

●
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
手

当
支
給
条
例
の
廃
止
提
案

に
つ
い
て

●
水
害
対
策
（
輪
中
堤
）
及

び
夜
星
川
の
補
修
工
事
に

つ
い
て

●
大
願
寺
公
民
会
の
災
害
時

避
難
場
所
に
つ
い
て

●
農
業
公
社
の
設
立
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
計
画
等
に

つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
町
営
住
宅
跡
地
の
分
譲
に

つ
い
て

●
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

●
無
線
放
送
機
器
の
設
置
補

助
金
に
つ
い
て

●
旧
宮
之
城
駅
跡
の
土
地
活

用
に
つ
い
て

●
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

●
県
道
、
町
道
の
改
良
及
び

整
備
に
つ
い
て

●
中
津
川
農
村
公
園
の
維
持

管
理
（
草
刈
り
・
ト
イ
レ

清
掃
）
に
つ
い
て

●
少
子
高
齢
・
過
疎
地
域
の

交
流
館
の
維
持
管
理
と
運

営
に
つ
い
て

●
観
音
滝
公
園
の
利
用
向
上

策
に
つ
い
て

■紫尾地区（紫尾区公民館）
　10月３日（木）午後６時30分～
■宮之城屋地区（宮之城ひまわり館）
　10月18日（金）午後６時30分～
■船木区（船木構造改善センター）
　10月25日（金）午後６時30分～
■鶴田区（鶴田地区コミュニティセンター）
　11月６日（水）午後６時～
■虎居区（虎居地区公民館）
　11月８日（金）午後６時30分～
■平川区（平川営農研修センター）
　11月９日（土）午後６時～
■山崎区（山崎地区公民館）
　11月12日（火）午後６時30分～
■求名区（求名交流館）
　11月22日（金）午後６時～
■二渡区（二渡清流館）
　11月23日（土）午後６時30分～
■神子区（神子地区コミュニティセンター）
　11月27日（水）午後６時～

今後の座談会の日程



10月27日（日）日曜参観・学習発表会

11月１日（金）・５日（火）自由参観〔９：00～15：00〕

11月１日（金）心の教育の日（道徳授業公開）、ふれあい給食

11月14日（木）保護者による読み聞かせ

10月27日（日）学習発表会

11月１日（金）～７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）道徳授業参観・教育講演会

10月27日（日）学習発表会（泊野区ミニ文化祭）

　　　　　　　特認生体験入学

10月30日（水）作曲体験

11月１日（金）～７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月21日（木）いもほりをしよう・特認生体験入学

11月１日（金）・６日（水）・７日（木）学校自由参観〔終日〕

11月３日（日）学習発表会　

11月６日（水）高齢者との触れ合い活動（いぬまき大学）

　

10月24日（木）脱穀（高齢者とのふれあい活動）

11月１日（金）～７日（木）学校自由参観　

　　　　　　　※土・月・火を除く

11月３日（日）学習発表会

11月20日（水）もちつき大会

８広報さつま９ 広報さつま

　
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
11

月
１
日
か
ら
７
日
を
含
む
前
後
３
週
間
を

「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県

民
週
間
」
と
位
置
づ
け
、
学
校
や
子
ど
も

た
ち
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活
の
様
子
を

広
く
県
民
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
　

　
本
町
の
公
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で

も
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
以
下
の
よ
う
な

取
組
を
行
い
、
学
校
の
教
育
活
動
を
公
開

し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
学
校
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11月１日（金）～７日（木）学校自由参観[終日]

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月５日（火）わくわく１日体験入学

　　　　　　　（道徳一斉授業参観、芋掘り等）

11月24日（日）キラリ発表会

10月27日（日）流水フェスタ（学習発表会、お話

　　　　　　　コンサート、教育講演会等）

10月29日（火）～11月１日（金）

　　　　　　　教育ふれあい週間「学校自由参観」　

　

11月１日（金）～11月７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・月・火を除く〔９：00～15：00〕

11月３日（日）学習発表会〔９：40～11：45〕

11月１日（金）～７日（木）授業参観週間

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）「ようこそ、人生の大先輩」（高齢者

　　　　　　　　とのふれあい活動、ふれあい給食）

11月３日（日）親子ふれあいウォーキング

11月１日（金）～８日（金）授業参観週間

　　　　　　　※土・振替休日・火を除く

11月３日（日）学習発表会〔午前〕・児童集会〔午後〕

11月８日（金）給食試食会（保護者対象）、学校

　　　　　　　関係者評価委員授業参観

11月１日（金）～７日（木）学校自由参観週間

　　　　　　　※平日午前中〔９：00～12：00〕

11月１日（金）～29日（金）ハート月間

　　　　　　　　　　（全保護者との教育相談）

11月６日（水）高齢者とのふれあい活動、交流

　　　　　　　給食〔９：50～12：30〕

11月１日（金）～７日（木）自由参観　

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）保護者参観（人権学習）・家庭

　　　　　　　教育学級

11月24日（日）学習発表会・親子体力つくり講座

11月１日（金）～７日（木）自由参観　

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）高齢者との交流グラウンドゴルフ・

　　　　　　　給食

11月５日（火）～14日（木）教育相談週間

　　　　　　　　　　　　　（保護者対象）

11月６日（水）学校関係者評価委員会

11月24日（日）学習発表会、永野祭り、餅つき

11月１日（金）～７日（木）自由参観　

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）高齢者とのふれあい活動

11月８日（金）校内持久走大会

11月１日（金）～８日（金）自由参観（終日）

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月７日（木）学校評価委員会

11月８日（金）文化祭

10月28日（月）～７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）学習文化発表会

11月１日（金）～７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）文化祭

11月１日（金）～７日（水）自由参観　

　　　　　　　※日・振替休日・火を除く

11月２日（土）文化祭

求名小学校　餅つき大会薩摩中学校　文化祭 柏原小学校　給食試食会

盈進小学校　自由参観

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」

県
民
週
間
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
ご
覧
く
だ
さ
い

11月１日（金）～７日（木）自由参観

　　　　　　　※土・日・振替休日を除く

11月１日（金）高齢者参観

11月７日（木）おひさまクラブ芋ほり

■鶴田幼稚園

■山崎小学校

■白男川小学校

■泊野小学校

■盈進小学校

■平川小学校

☎55-9950

☎56-8414

☎52-2876

☎54-2003

☎53-1588

☎54-2341

※不審者の侵入防止のため、各学校（園）には受付を設置しています。
※行事内容や時間など、詳しくは各学校（園）へお問い合わせください。

■紫尾小学校

■求名小学校

■永野小学校

■中津川小学校

■柊野小学校

■流水小学校

■佐志小学校

■鶴田小学校

■柏原小学校

☎59-8673

☎57-0009

☎58-0021

☎57-0486

☎59-8203

☎55-9101

☎53-0510

☎59-2017

☎59-8674

■山崎中学校

■宮之城中学校

■鶴田中学校

■薩摩中学校

☎56-8524

☎53-1587

☎59-2009

☎57-0101

鶴田幼稚園　高齢者参観



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

第
９
回
さ
つ
ま
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
国
・
九
州
各
地
で

　
「
さ
つ
ま
っ
子
」
活
躍

祝
全
国
大
会
初
出
場

第
３
回

さ
つ
ま
町
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録
会

剣
士
が
切
り
抜
く
！

10広報さつま11 広報さつま

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

九
州
大
会
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

　

８
月
６
日
〜
８
月
８
日

◎
男
子　

宮
之
城
中
学
校

　
　
　
　

第
５
位

全
国
大
会
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

　

８
月
18
日
〜
８
月
21
日　

◎
男
子　

宮
之
城
中
学
校

　
　
　
　

ベ
ス
ト
16

■
陸
上

九
州
大
会
（
福
岡
市
）

　

８
月
８
日
〜
８
月
９
日

◎
男
子　

鶴
田
中
学
校
３
年

　

田
中　

洸
成　

共
通
砲
丸
投

　

記
録
12
ｍ
93
㎝　

第
４
位

◎
女
子　

薩
摩
中
学
校
２
年

　

下
境
田　

桃
香　

２
年
８
０
０
ｍ

　

記
録　

２
分
23
秒
80

　

決
勝
に
進
め
ず

■
柔
道

九
州
大
会
（
熊
本
県
山
鹿
市
）　

　

８
月
４
日
〜
８
月
６
日

◎
女
子　

宮
之
城
中
学
校
３
年

　

末
吉
千
湖　

二
回
戦
に
進
め
ず

■
野
球
　

第
３
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球

九
州
大
会
（
熊
本
市
）

　

８
月
24
日
〜
８
月
25
日

◎
県
選
抜　

薩
摩
中
学
校
３
年

　

吉
原
琴
美　

決
勝
リ
ー
グ
に

　

進
め
ず

　

宮
之
城
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部

は
、
７
月
23
日
か
ら
行
わ
れ
た
県

総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
お
い

て
見
事
優
勝
し
、
沖
縄
県
で
開
催

さ
れ
た
九
州
総
合
体
育
大
会
で
、

５
位
に
入
賞
。
初
め
て
の
全
国
大

会
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
中
学
生
ら
し

い
の
び
の
び
と
し
た
プ
レ
ー
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
惜
し
く
も
優
勝

チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
ベ
ス

ト
16
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
29
日
に
は
町
教
育

委
員
会
へ
全
国
大
会
の
結
果
報
告

と
宮
之
城
総
合
体
育
館
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
町
体
育
協
会
主
催

に
よ
り
町
内
３
会
場
で
開
催
さ
れ
、

各
支
部
の
代
表
40
チ
ー
ム
（
男
子

22
チ
ー
ム
、
女
子
18
チ
ー
ム
）
が

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

■
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
〔
宮
之
城
総
合
体
育
館
〕

　

優
勝　
　

宮
之
城
屋
地
Ａ

　

準
優
勝　

平
川

　

第
３
位　

神
子
、
船
木

■
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
〔
宮
之
城
総
合
体
育
館
〕

　

優
勝　
　

山
崎

　

準
優
勝　

虎
居

　

第
３
位　

平
川
、
久
富
木

■
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
〔
鶴
田
体
育
館
〕

　

優
勝　
　

佐
志

　

準
優
勝　

求
名

　

第
３
位　

湯
田
、
永
野

■
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
〔
薩
摩
中
学
校
体
育
館
〕

　

優
勝　
　

中
津
川

　

準
優
勝　

佐
志

　

第
３
位　

二
渡
、
鶴
田

　

８
月
25
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
「
第
35
回
菊
水
旗
争
奪
少
年

剣
道
錬
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

１
１
０
チ
ー
ム
（
約
６
０
０
人
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
な
猛
暑
の
中
多
く

の
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
個
人

賞
と
し
て
は
富
澤
結
彩
さ
ん
・
東

優
花
さ
ん
（
盈
進
剣
ス
）
が
５
人

抜
き
、
大
田
一
心
く
ん
（
さ
つ
ま

剣
友
会
）
が
10
人
抜
き
を
果
た
し

ま
し
た
。

○
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

団
体
戦

■
小
学
校
の
部
　
優
勝

　

富
隈
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

（
霧
島
市
）
※
52
チ
ー
ム
参
加

■
中
学
男
子
の
部
　
優
勝　

　

伊
集
院
中
学
校
（
日
置
市
）

　

※
41
チ
ー
ム
参
加

■
中
学
女
子
の
部
　
優
勝

　

城
西
中
学
校
（
鹿
児
島
市
）

　

※
17
チ
ー
ム
参
加

　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
を
勝
ち
抜
き
、

全
国
・
九
州
大
会
に
出
場
し
た
中
学
生
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

　
選
手
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

各
地
に
「
さ
つ
ま
町
」
の
名
を
広
め
て
く
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

熱戦が繰り広げられました

渾身の一投！

賞状を手に
する田中君 感謝の気持ちを込めて清掃作業実施

小学３年生男子100Ｍ

中学男子2000Ｍ

真剣勝負！

　

第
64
回
鹿
児
島
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
（
陸
上
競
技
）
が
、
７

月
21
日
・
22
日
、
県
立
鴨
池
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
、
男
子
共
通
砲

丸
投
に
出
場
し
た
鶴
田
中
学
校
３

年
田
中
洸
成
君
が
12
ｍ
66
㎝
の
大

会
新
記
録
で
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
８
日
・
９
日
に
福

岡
博
多
の
森
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
第
35
回
九
州
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
で
は
、
自
己
記
録
を
更
に

更
新
し
12
ｍ
93
㎝
で
４
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
10
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
高
校
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

宮
中
男
子
バ
レ
ー
部

快
挙
九
州
４
位

砲
丸
投
・田
中
洸
成
君

　

８
月
17
日
、
町
陸
上
競
技
協
会

の
主
催
で
宮
之
城
運
動
公
園
で
ナ

イ
タ
ー
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
１
６
３
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■
小
学
１
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

西　

悠
太
朗　

18
秒
１

　

（
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
）    

■
小
学
１
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

上
屋
敷　

蘭　

22
秒
１

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）  

■
小
学
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

重
森　

朝
陽　

18
秒
０

　

（
盈
進
小
学
校
）

■
小
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

西
田　

風　
　

17
秒
１

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

竹
下　

友
都　

17
秒
０

　

（
メ
ジ
ャ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
）

　

軸
屋　

浩
志　

17
秒
０　
　
　

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）  

■
小
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

沖
田　

萌
　々

16
秒
０

　

（
盈
進
小
学
校
）　

■
小
学
４
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

眞
崎　

雄
矢　

16
秒
１

　

（
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
）

■
小
学
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

内
山　

花
色　

17
秒
１　

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
５
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

内
田　

澪
志　

15
秒
１

　

（
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
）

■
小
学
５
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

下
村　

愛　

16
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

池
田　

龍
星　

14
秒
０

　

（
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
）

■
小
学
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

指
宿　

玲
那　

14
秒
１

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
中
学
１
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

飛
松　

は
づ
き　

14
秒
１

　

（
薩
摩
中
学
校
）

■
中
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

内
山　

紋
光　

14
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
中
学
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

木
原　

弘
瑛　

13
秒
０

　

（
神
村
学
園
中
等
部
）

■
中
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

大
丸　

佳
那
子　

14
秒
１

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

　

角　

佳
弥　

14
秒
１

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
高
校
１
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

新
屋　

静
崇　

13
秒
１

　

（
薩
摩
中
央
高
校
）　

■
高
校
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

内
村　

剛　

12
秒
０

　

（
神
村
学
園
高
等
部
）　

■
一
般
男
子
１
０
０
ｍ

　

牟
田
園　

和
行　

12
秒
１

　

（
さ
つ
ま
町
役
場
） 

■
一
般
女
子
１
０
０
ｍ

　

中
西　

浩
子　

16
秒
１

■
小
学
４
年
男
子
８
０
０
ｍ

　

軸
屋　

浩
志　

３
分
06
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）   

■
小
学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

内
山　

花
色　

３
分
18
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）  

■
小
学
５
年
男
子
８
０
０
ｍ

　

稲
留　

颯
馬　

３
分
00
秒
０

　

（
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
）    

■
小
学
５
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

中
須　

瑠
菜　

２
分
57
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
６
年
男
子
８
０
０
ｍ

　

武
下　

孝
輔　

 

２
分
40
秒
０

　

（
メ
ジ
ャ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
） 

■
小
学
６
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

指
宿　

玲
那　

 

２
分
58
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）　

■
中
学
１
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

齋
藤　

将
輝　

 

７
分
13
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）　

■
中
学
１
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

小
林　

花
凜　

 

７
分
31
秒
０

　

（
薩
摩
中
学
校
）        

■
中
学
２
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

東　

丞
仁　

   

６
分
22
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）　

■
中
学
２
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

森　

菜
々
子　

 

７
分
58
秒
０

　

（
薩
摩
中
学
校
）　

 

■
中
学
３
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

久
留
須　

保
壱　

６
分
20
秒
０

　

（
鶴
田
中
学
校
） 

■
中
学
３
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

上
牟
田　

蘭
聖　

７
分
36
秒
０

　

（
薩
摩
中
学
校
） 

■
一
般
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

花
北　

真
李　

 

７
分
11
秒
０

　

（
川
薩
女
子
）  

■
高
校
１
年
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

上
之
園　

達
樹　

12
分
08
秒
０

　

（
薩
摩
中
央
高
校
）　

■
高
校
２
年
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

大
園　

真
司 　

10
分
21
秒
０

　

（
薩
摩
中
央
高
校
）

■
一
般
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

奥　

恵
二
郎　

 

９
分
42
秒
０

　

（
川
薩
男
子
）
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親
子
で
製
作

宮
之
城
人
形
作
っ
た
よ
！

紫
尾
小
学
校

偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

人
権
作
文
の
発
表
者

こ
ど
も
図
書
館

第
９
回
さ
つ
ま
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

地
元
を
巡
る

　

ツ
ア
ー
開
催

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　
　
　

教
室
開
催

天
文
館

じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
祭
り

　
　
　

  

に
参
加

12広報さつま13 広報さつま

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
主

催
の
夏
休
み
企
画
「
宮
之
城
人
形

を
作
ろ
う
！
」
に
、
小
・
中
学
生

20
人
と
保
護
者
11
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
町
外
や
宮
之
城
中
学

校
美
術
部
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

宮
之
城
人
形
作
り
を
通
じ
て
、
そ

の
技
術
と
伝
統
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
業
は
、
「
型
入
れ
」
と
「
絵

付
け
」
の
２
工
程
に
分
け
て
実
施

し
、
宮
之
城
人
形
復
興
会
の
指
導

の
も
と
、
実
際
に
宮
之
城
人
形
を

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
難
し
か
っ

た
け
ど
自
分
ら
し
い
作
品
が
で
き

た
」
「
来
年
は
他
の
人
形
に
挑
戦

し
た
い
」
「
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
あ
り
、
夏
休
み
の
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　　

８
月
23
日
、
こ
ど
も
図
書
館
〜

え
ほ
ん
の
森
〜
で
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
あ
わ
せ
て
33
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
象
や
プ
ー
ド

ル
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
６
種
類
の

型
紙
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
を
選

び
、
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ
て
い

ま
し
た
。
ハ
サ
ミ
を
使
っ
た
細
か

い
作
業
に
苦
心
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
保
護
者
と
一
緒
に
協

力
し
て
楽
し
く
作
業
し
て
い
ま
し

た
。

　

町
図
書
室
に
は
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
の
ほ
か
に
も
、
折
り
紙
な

ど
の
工
作
に
関
す
る
本
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
図
書
室
の
本
を
読
ん
で
、
作

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

町特産品をＰＲしました

絵付けの様子

大変上手にできました

　

８
月
20
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、
約
５
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
人
権
問
題
を
全

町
民
的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
偏
見
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
鹿
児
島
県
人
権

同
和
啓
発
強
調
月
間
で
あ
る
８
月

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
白
男
川

小
学
校
和
太
鼓
少
年
団
員
の
20
人

が
、
和
太
鼓
に
よ
る
演
奏
を
２
曲

披
露
し
ま
し
た
。
次
い
で
行
わ
れ

た
小
中
高
生
代
表
４
人
に
よ
る
人

権
作
文
の
発
表
で
は
、
人
権
に
対

し
て
の
正
し
い
知
識
と
お
互
い
を

尊
重
し
合
う
心
の
大
切
さ
を
喚
起

さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
学
の
准
教
授
で
テ

レ
ビ
で
も
活
躍
中
の
に
し
ゃ
ん
た

さ
ん
が
「
私
を
支
え
た
人
の
優
し

さ
、
あ
た
た
か
さ
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
、
そ
の
後
落
語
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
に
し
ゃ
ん

た
さ
ん
は
、
絶
妙
の
関
西
弁
を
操

り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
生
活
や
日
本

人
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
等
に
つ

い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ

れ
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で

は
、
小
中
学
生
の
習
字
や
生
涯
学

習
講
座
生
に
よ
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
の
作
品
展
示
、
福
祉
施
設
の

作
品
展
示
・
物
品
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
再
発
見
「
我
が
ま
ち

さ
つ
ま
町
を
知
る
ツ
ア
ー
」
が
８

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
民
約
60
人
が
参
加

し
、
「
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
見
学
コ

ー
ス
」
「
歴
史
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト

コ
ー
ス
」
の
２
組
に
分
か
れ
地
元

の
食
・
温
泉
・
自
然
・
歴
史
な
ど

様
々
な
名
所
を
巡
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紫
尾
山
頂
公
園
や
宗
功

寺
公
園
、
紫
尾
神
社
で
は
観
光
ガ

イ
ド
に
よ
る
説
明
も
あ
り
参
加
者

は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

白男川小学校和太鼓少年団による演奏

にしゃんたさんによる講演

か
わ
ひ
ら　

   

せ
い
か

も
り　

   

な

な

こ

ま
つ
わ
か　

  

み
さ
と

こ
む
か
い　
　
　

ひ
さ
の

紫尾山入口で史跡の説明

親子で楽しく製作中

紫尾小へようこそ!

保護者と一緒に楽しく作業中可愛い作品が出来ました

竹細工体験

「
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
」

　

宮
之
城
中
学
校
３
年

　
　
　
　

小
向
井　

久
乃
さ
ん

「
や
さ
し
い
さ
つ
ま
町
に
」

　

泊
野
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　

川
平　

成
香
さ
ん

「
キ
ン
グ
牧
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

薩
摩
中
央
高
等
学
校
３
年

　
　
　
　
　

松
若　

美
里
さ
ん

「
届
い
て
い
ま
す
か
。
私
の
声
」

　

薩
摩
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　

森　

菜
々
子
さ
ん

　

８
月
18
日
、
紫
尾
小
学
校
で
地

域
の
素
材
を
使
っ
た
親
子
製
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
親
子
34

人
が
参
加
し
、
一
昨
年
伐
採
し
た

小
学
校
の
銀
杏
の
木
を
使
っ
て
ウ

ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
保
護
者
と
一
緒
に
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物
、
昆

虫
な
ど
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
ニ
ス
を
塗
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ボ
ー
ド
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
花
火
大
会
の
８

月
24
日
、
天
文
館
銀
座
通
り
で

「
じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
さ
つ
ま
町
産
の
焼

酎
を
お
茶
で
割
っ
た
「
さ
つ
ま
割

り
」
の
試
飲
・
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
薩
摩
剣
士
隼
人
の
撮

影
会
や
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
と
湧

水
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
栗
太
郎
」

も
登
場
し
、
歌
や
ダ
ン
ス
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
銀
座
通
り
会
８
店
舗
で

は
夏
休
み
期
間
中
、
さ
つ
ま
町
産

「
食
の
地
産
地
消
フ
ェ
ア
」
も
開

催
さ
れ
、
赤
土
じ
ゃ
が
い
も
と
新

ご
ぼ
う
を
使
用
し
た
創
作
メ
ニ
ュ

ー
が
各
店
舗
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
医
療
を
考
え
る
　
救
急
医
療
の
現
状

高
齢
者
住
宅
点
検

世
界
遺
産
の
山
に
挑
む
！

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

支
え
あ
う
心
と

　
い
の
ち
研
修
会

傾
聴
・見
守
り
・声
か
け

さ
つ
ま
龍
舟
祭

激
漕
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８
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

熊
毛
郡
屋
久
島
町
で
夏
の
陣
「
屋

久
島
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
４
年
か
ら
６
年

ま
で
の
36
人
は
、
屋
久
杉
自
然
館

で
の
学
習
や
白
谷
雲
水
峡
か
ら
太

鼓
岩
ま
で
の
登
山
、
野
外
炊
飯
な

ど
を
体
験
し
、
異
年
齢
に
よ
る
集

団
生
活
の
中
で
自
主
性
や
忍
耐
力

を
高
め
、
心
身
共
に
た
く
ま
し
く

成
長
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
屋
久

島
の
雄
大
な
自
然
と
人
と
の
関
わ

り
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生

活
・
文
化
に
触
れ
た
こ
と
が
ふ
る

さ
と
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

～
塾
生
の
声
～

太
鼓
岩
か
ら
の
絶
景
は
す
ご
く
き

れ
い
で
し
た

（
盈
進
小
５
年　

富
澤
結
彩
）

下
山
の
途
中
で
シ
カ
に
あ
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た

（
柏
原
小
５
年　

前
畑
友
佑
）

白
谷
雲
水
峡
で
は
、
登
山
し
て
い

る
人
と
下
山
し
て
い
る
人
に
あ
い

さ
つ
が
で
き
た
と
思
い
ま
す

（
求
名
小
６
年　

狩
宿
俊
輔
）

　

第
16
回
水
辺
の
楽
校
さ
つ
ま
龍

舟
祭
が
８
月
25
日
に
神
子
地
区
の

川
内
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
町
内
外
か
ら
74
チ
ー
ム

（
一
般
の
部
50
チ
ー
ム
・
レ
デ
ィ

ー
ス
の
部
11
チ
ー
ム
・
小
学
生
の

部
13
チ
ー
ム
）
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
レ
ー
ス
無
事
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
熊
本
県
か
ら
の
チ

ー
ム
が
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
る
中
、

町
内
の
チ
ー
ム
も
奮
闘
し
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
多
く
の
地
域
住

民
・
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
盛

況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
鶴
田
中
央
公
民
館

で
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
民
・
医
療
機
関
・
行
政
が

救
急
医
療
の
現
状
や
課
題
を
共
有

し
、
解
決
策
を
考
え
る
た
め
の
機

会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は

３
２
７
人
の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学
理

事
の
髙
松
英
夫
氏
が
「
地
域
医
療

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
豊

富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
医
師
の
現

状
や
学
生
た
ち
の
傾
向
な
ど
わ
か

り
や
す
く
講
演
さ
れ
、
ま
た
、
川

薩
保
健
所
長
の
揚
松
龍
治
氏
が
川

薩
保
健
医
療
圏
の
保
健
医
療
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
草
野
潤

薩
摩
郡
医
師
会
長
、
日
髙
政
勝
町

長
、
髙
木
卓
朗
消
防
本
部
消
防
長

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
町
の
地
域

医
療
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
医
師
の

厳
し
い
勤
務
体
制
や
適
切
な
診
療

の
あ
り
方
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
司
会
を
務
め
た
南
日

本
新
聞
社
の
佐
潟
隆
一
常
務
取
締

役
は
、
小
児
科
の
消
え
た
街
で
の

取
組
を
紹
介
し
、
母
親
た
ち
の
願

い
が
地
域
医
療
を
変
え
た
実
例
を

挙
げ
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
関
心

を
持
ち
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
川
薩
電
気
工
事
工

業
協
同
組
合
及
び
九
州
電
力
㈱
川

内
営
業
所
の
協
力
に
よ
り
、
宮
之

城
地
区
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
住
宅
設
備
無
料
点
検
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
63
年
に
川
薩

地
区
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
26
回

目
で
、
九
州
各
県
へ
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
虎
居
地
区
公
民
館
で

出
発
式
の
後
、
81
世
帯
の
エ
ア
コ

ン
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
や
漏
電
の

点
検
、
電
球
の
交
換
な
ど
専
門
的

な
技
術
を
駆
使
し
点
検
作
業
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

無
料
点
検
を
受
け
た
虎
居
区
の

村
山
さ
ん
は
「
私
は
高
齢
で
、
高

い
所
は
の
ぼ
れ
な
い
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

真剣に話を聞く参加者

一般の部優勝チーム一般の部（町内）優勝チーム

レディースの部優勝チーム小学生の部優勝チーム危険箇所がないか点検中

地域医療の実態について話されました

大
自
然
の
中
を
１
列
に
な
っ
て
歩
き
ま
し
た

永田浜での記念撮影

決勝レースの様子

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 津奈木海龍Ｃ 津奈木町 ０分54秒17

準優勝 津奈木海龍Ａ 津奈木町 ０分54秒37

３位 津奈木海龍Ｂ 津奈木町 ０分55秒92

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 チーム秦野精密 さつま町 １分02秒36

準優勝 中間フレンズ さつま町 １分04秒03

３位 ダム通り会（上下大迫公民館） さつま町 １分06秒99

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 不知火レディース 芦北町 １分03秒50

準優勝 丸島 水俣市 １分12秒65

３位 ＯＳ 南さつま市 １分14秒32

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 さつま柏原Ｃ さつま町 １分22秒46

準優勝 鶴田ワイルドボアーズＡ さつま町 １分23秒98

３位 漕人Ｊｒ 伊佐市 １分29秒07

■一般の部

■一般の部（町内）

■レディースの部

■小学生の部

　

７
月
に
自
殺
死
亡
者
と
高
齢
者

の
孤
独
死
の
事
例
が
複
数
件
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
な
取
組

と
し
て
、
８
月
27
日
に
薩
摩
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
町
内
の
民
生
委

蓑毛教授による講演

員
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
、
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
計
３
１

７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
さ
つ
ま
町
の
孤
独

死
の
状
況
や
見
守
り
体
制
、
自
殺

対
策
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
講

演
で
は
、
鹿
児
島
国
際
大
学
福
祉

社
会
学
部
の
蓑
毛
良
助
教
授
が

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
と
題

し
講
演
さ
れ
、
い
の
ち
の
電
話
相

談
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
心
身

の
め
ざ
め
に
は
、
体
を
動
か
す
習

慣
の
必
要
性
や
本
音
を
話
せ
る
人

を
も
つ
こ
と
、
顔
を
あ
わ
せ
る
関

係
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談
者
の
言

葉
を
傾
聴
す
る
大
切
さ
、
見
守

り
・
声
か
け
の
必
要
性
、
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と
な
ど
、
相
談
を

受
け
る
側
の
基
本
姿
勢
に
つ
い

て
も
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

髙松氏による講演

大川の滝
おおこ
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肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業
10
周
年

観
光
物
産
展
開
催

《
現
場
だ
よ
り
》

⑦

新
庁
舎
建
設
事
業

伝
統
芸
能
奉
納
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【お問い合わせ先】
　健康増進課　保険係　☎53-1111（内線2141） 

＊損害賠償請求権の代位取得…加害者である第三者に直接

請求するために、国保加入者（被害者）が有する損害賠償請

求権（保険者給付額が限度）を保険者へ移転させること。

保険者が負担した療養給付費（治療費）を、加害者である

第三者に直接請求できるよう調整するための制度。

※第三者行為…交通事故や暴力行為、他人の犬にかまれたなど、自分以外の　　　
　　　　　　　第三者が原因で治療が必要な病気やケガ等のことです。

　第三者（自分以外の人）が原因で、ケガや病気になった場合は、保険者（町）へ届け出をすること
で国保の保険証で治療を受けることができます。
　ただし、本来治療費は加害者が負担すべきものなので、保険者が一時的に立て替え払いをし、後日、
加害者に請求することになります。治療を受けられる場合は、必ず保険者へ届出をしてください。

　未届けが発覚した時点で保険者に損害賠償

請求権が移転し、代位請求によって被保険者

に納付いただきます。  

※示談等の仕方により、国保加入者から不当

利得という形で、治療費の全額もしくは一部

を納付していただく場合もありますのでご注

意ください。

　第三者行為に該当すると思われる場合は、

できるだけ早めにお問い合わせください。

　また、第三者行為に伴う示談等についても

ご連絡ください。

 第三者
(加害者)

被保険者
(被害者)

医療機関

保険者
(町国保)

①第三者行為による傷病届の提出

②被保険者証の使用承諾

③療養費の請求

⑥療養費の納付

(被害者の自己負担分)

④療養費の支払

⑤療養費の代位請求

(保
険者負担分)

③
療
養
費
の
請
求

④
療
養
費
の
支
払

⑥
損
害
賠
償
金
の
支
払

（
保
険
者
移
転
分
を
除
く
）

（
保
険
者
負
担
分
）

 　損害賠償請求権の移転

(療養給付費の保険者負担分)

業務上での負傷等

の場合

第三者行為による

ケガ等の治療

交通事故や暴力行為など

（夫婦喧嘩も対象になります。）

加害者が負担
※但し、第三者行為による傷病届を出すこと

で、国保の保険証の使用を認めています。

通勤や出張先・作業現場等で遭った事故

業務中の有害因子などによる疾病等 労災保険で負担

用件・事例 治療費の負担

第三者行為求償制度のしくみ

以下の場合は療養給付を受けられません(国保の対象となりません）

届け出をしないで医療給付を受けた場合

第三者行為に該当する場合は届け出を！

　

９
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、

天
文
館
ベ
ル
ク
広
場
に
て
、
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業
10
周
年
記
念

の
北
薩
摩
観
光
物
産
展
が
開
催
さ

れ
、
北
薩
地
域
振
興
局
内
の
３
市

２
町
が
特
産
品
販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ

及
び
秋
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
観
光
特
産
品
協
会
、

山
口
園
、
薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
、

梅
香
丘
が
出
店
さ
れ
、
有
機
野
菜

や
お
茶
、
梅
干
し
、
筍
の
漬
物
等

を
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
さ
つ

ま
町
観
光
大
使
か
ぐ
や
姫
と
さ
つ

ま
る
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
、
金
吾
様

踊
り
や
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
の
紹
介

を
行
う
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
、
中
津
川
地
区
の
大

石
神
社
で
恒
例
の
「
金
吾
様
踊

り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鷹
刺
し
踊
り
、
虚
無

僧
踊
り
、
兵
児
踊
り
、
六
尺
棒
踊

り
、
三
尺
棒
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、

一
糸
乱
れ
ぬ
踊
り
に
訪
れ
た
見
物

客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
恵
光
保
育
園
園
児

に
よ
る
子
ど
も
ハ
ン
ヤ
や
中
津
川

小
学
校
児
童
に
よ
る
子
ど
も
御

輿
・
俵
踊
り
な
ど
多
く
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
、
地
域
の
伝
統
行

事
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

入口付近の看板で金吾様踊りを紹介

町特産品をＰＲしました

　

残
暑
が
続
く
８
月
、
新
庁
舎

建
設
の
現
場
を
町
議
会
議
員

（
舟
倉
武
則
議
長
ほ
か
15
名
）

が
視
察
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
型
枠
等
を
支
え
て

い
た
支
柱
が
外
れ
た
１
階
部
分

を
視
察
し
、
工
事
の
進
捗
状
況

や
概
要
に
つ
い
て
大
林
・
本
田

Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業
体
）
の
黒
木

所
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
、
町
産
の
イ
チ
ョ

ウ
で
作
製
さ
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー

の
見
本
も
展
示
さ
れ
、
木
目
や

色
合
い
、
大
き
さ
等
を
確
認
し

ま
し
た
。
８
月
末
ま
で
の
出
来

高
は
34
．
41
％
（
計
画
比
△
１
．

29
）
で
す
。

町民みんなで
盛り上げましょう！！

町民みんなで
盛り上げましょう！！

議員による新庁舎建設現場の視察

勢いよく飛び上がる兵児踊り

上手にキャッチ！（俵踊り）

元気いっぱい（子どもハンヤ）

10月13日（日）は

第５回町民体育祭

金
吾
様
踊
り広

　
告

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内

(TEL：0996-53-0326)

(Ｈ25.4.1～)

診療科

内　科 神 野

益 崎

本 坊

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野
大 塚

神 野
大 塚 神 野

花 田 花 田 花 田
大学

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

国保加入者の皆さんへ
第三者行為の療養給付(治療)はまず届け出を！

へ　

こ

こ　

むみ

こ
し

た
わ
ら

た
か
さ

そ
う

ろ
く
し
ゃ
く
ぼ
う

さ
ん
じ
ゃ
く
ぼ
う
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放流管増設のためのダム本体の削孔（穴あけ）に５月18日より着手し、削孔作業は順調に進んでいます。

また昨年度に引き続き、ダム堤体下流側では、増設減勢工（放流水の勢いを弱める水路施設）の工事を行っています。

【お知らせ】鶴田ダム堤頂の通行止めを行っており今後も続く予定です。詳しくは鶴田ダム管理所ホームページをご確認下さい。

「鶴田ダム再開発事業」の工事情報（平成25年９月現在）

　平成23年10月からダムの水位を通常より下げて工事していますが、

呑口部（上流端）の放流管や制水ゲートを設置する時には、ダムの

水位をさらに下げる必要があります。　

　そのため10月16日から翌年３月15日までは、ダムの水位を低い状

態で維持するために、放流管を全開にして平常時はダムへ流入する

水をそのまま下流に流します。

　夏休み期間中（７/22～９/１の期間）1,286

名の方の見学があり大盛況となりました。

（さつまるちゃんも現場を見学しました！）

　今後も引き続き各種団体、ご家族などを対

象に再開発事業現地見学が出来ます（土日を

除く）。お問い合わせ先へご連絡下さい。

水
位
低
下
の
模
式
図

全体写真　8月撮影
堤体削孔(穴あけ)

は、現在も順調に

進んでいます。

増設減勢工(放

流水の勢いを

弱める水路施

設)工事

堤体削孔（穴あけ）状況

【さつま町の行政相談委員】

◆宮之城地区担当　小島　泰秀　　さつま町轟町８番地４　　☎５３－２３９６

◆鶴田地区担当　　東郷　光行　　さつま町神子720番地８　 ☎５９－２６２９

◆薩摩地区担当　　竪山　修啓　　さつま町求名12570番地　 ☎５７－１５５４

～あなたの悩みごと私たちに話してしてみませんか～

　毎日の暮らしの中で、国・県・町が行っている仕事に対する疑問や相談ごとはありませんか。

「行政相談委員」が次のとおり行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。

　なお、相談は無料で秘密は堅く守られます。

※相談委員の担当区域に関わらず、どこの会場でも構いませんのでご相談ください。
※10月以外でも、次のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。
（宮之城ひまわり館では、心配ごと相談と一緒に実施します。）

【行政相談日程】

委員へ委嘱状が交付されました

午前９時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

虎居地区公民館(和室)

佐志地区公民館(図書室)

山崎地区公民館(和室)

宮之城ひまわり館(相談室)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

東郷　光行

小島　泰秀

竪山　修啓平成25年10月21日(月)

平成25年10月22日(火)

平成25年10月23日(水)

平成25年10月24日(木)

開　催　日 時　　　間 場　　　　所 相談委員

小島　泰秀

開　催　日 時　　　間 場　　　　所 相談委員

午前９時～正午

午前９時～正午

午前10時～正午 宮之城ひまわり館(相談室)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

東郷　光行

竪山　修啓

毎月第３木曜日

平成26年２月24日(月)

平成25年12月16日(月)

平成26年２月24日(月)

　
平
成
27
年
度
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か

ご
し
ま
２
０
１
５
」
の
さ
つ
ま
町
実

行
委
員
会
設
立
総
会
及
び
第
１
回
総

会
が
、
９
月
２
日
に
宮
之
城
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
大
会
は
、
平

成
27
年
10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月

15
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
期
間

中
は
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、

様
々
な
事
業
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
設
立
総
会
に
は
、
文
化
協
会
や
観

光
特
産
品
協
会
な
ど
の
代
表
が
委
員

と
し
て
出
席
し
、
会
則
が
承
認
さ
れ
、

日
髙
町
長
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

委
嘱
状
の
交
付
後
、
第
１
回
総
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
「
こ
ど
も
読
書
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
、
「
郷
土
芸
能
祭
」
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
＆
大
鍋
フ
ェ
ス
タ
」

の
３
つ
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

企
画
委
員
会
を
設
け
て
具
体
的
な
取

組
を
協
議
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
や
見
学

客
が
見
込
ま
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
の
絶
好

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
お
も
て
な

し
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
盛
り
上
が

る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

国
民
文
化
祭
と
は

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種

の
文
化
活
動
を
全
国
的
規
模
で
発
表
、

競
演
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加

の
気
運
を
高
め
、
新
し
い
芸
術
文
化

の
創
造
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
61
年
度
か
ら
毎
年
、
各
都
道
府

県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
国

内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

鶴田ダム再開発速報

≪今月の現場写真≫　～鶴田ダム再開発事業の進捗状況をご紹介します～

行政相談週間行政相談週間

■お問い合わせ先

　総務課　秘書人事係

　☎53-1111（内線2212）

「
ひ
っ
と
べ
！
か
ご
し
ま
国
文
祭
」

国
民
文
化
祭

　

さ
つ
ま
町
実
行
委
員
会
設
立

■お問い合わせ先■　　国土交通省　川内川河川事務所　開発工務課
　　　　　　　　　　　☎ 0996-22-3282　FAX 0996-22-3808　　
　　　　　　　　　　　川内川河川事務所HP URL:http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/

夏休み鶴田ダム見学会

事業計画の見直し　
　鶴田ダム再開発事業の事業費・工期を次の通り変更しました。

　１）事業費：460億円　→　711億円（251億円増）

　２）工　期：Ｈ19年度～Ｈ27年度　→　Ｈ19年度～Ｈ29年度（２年延長）　

　主な変更理由は次の通りです。

　１）現場条件が異なるなど設計条件見直しに伴う増（放流施設の形状変更、法面工の面積及び減勢工の延長増加等）

　２）事業着手後の要因による変更（増）（地すべり対策の追加、潜水作業工法の変更等）　

　　　なお、工期は２年延長しますが、当初の予定通りＨ27年度末に再開発事業による洪水調節効果を発揮します。

現場見学会の様子現場見学会の様子

水位を低下させるためにダム放流を開始します

＊10月１日よりダムからの放流を開始し、10月15日までかけて水位を徐々に下

げていくため、この期間は、通常より川の水が増えますのでご注意下さい。



健康さつま21　 こんにちは保健師です

○からだ改善教室
　ヨガ、マッサージ、ウォーキング、生活習慣病

　についての実技、講義、調理など

○ZUMBA GOLD
　（ズンバ ゴールド）
　様々な音楽リズムを取り入れた

　フィットネスエクササイズ

○さつま健康体操教室
　筋肉運動、有酸素運動、柔軟性運動など

○さつま水中運動教室（募集は締切りました）

　水中歩行やアクアビクス等、水の特性を活かした

　全身運動

10月は、 かごしま健康イエローカード
キャンペーン
かごしま健康イエローカード
キャンペーン 強化月間です
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【お申込み・お問い合わせ先】　健康増進課　健康増進係　☎53-1111（内線2143・2144）

　甫立次男さんは平成17年５月に認定農業者に認定されま
した。現在、ごぼう50ａ、カボチャ110ａ（春秋）と白
菜・キャベツ・ネギなど80ａの露地野菜を生産されていま
す。
　元々、農業経験がほとんど無かったため、初めはうまく
いかず大変だったそうです。最近は、いい物が出来てきて、
品質を上げることの大切さを実感されています。現在、認定
農業者の制度を利用して、機械導入を検討中とのことです。
　農業は気候との闘いですが、自分のペースで出来ること
と、収穫が楽しみと話されます。また、自分でやればやっ
た分だけ返ってくるので頑張れるそうです。
　今後は、面積を拡大し、葉物野菜を増やしていきたいと
抱負を話してくださいました。

80シリーズ

さん 56歳
ほ だ て つ ぎ お

さつま町虎居  

甫立　次男

（
平
成
25
年
９
月
２
日
認
定
）

　９月２日、町長室において、５経営体が認定農業者に認定され、農業経営改善計画認定

書の交付式が行われました。本町の認定農業者数は、９月２日現在で個人経営体189、組

織経営体34、合計223経営体です。

時吉 

生産牛＋ブロイラー＋水稲

安定した経営を目指します。　

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

中津川

水稲（種子）＋生産牛

安定した経営を行い、地域

に貢献できるように頑張り

ます。　　

中村　貴司 (40歳)内山　寿弘 (28歳)

中津川 

水稲＋露地野菜

専業農家で頑張ります。

森永　洋 (48歳)

田原 

生産牛＋水稲

安定した経営を目指します。　

氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

中津川

生産牛＋水稲（種子）

安定した経営を目指します。　

本村　文昭 (51歳)豊増　晃正 (35歳)

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

　認定農業者制度は、意欲

ある農業者が「私はこの町

でこういう農業がやりた

い」という考えと、経営を

計画的に改善するために作

成した「農業経営改善計

画」を示し、町がその考え

方・意欲を認め、地域全体

で経営目標の実現を図るた

めの環境づくりを進めるこ

とを目的としています。

　認定農業者に対しては、

関係機関が各種支援策を集

中的・重点的に実施します。

　鹿児島県は脳卒中発症率が全国４位、町でも脳卒中発症要因の１つとなる高血圧の方が特定健診受診者の

３人に１人となっています。（H23の特定健診より）

　町では自分のからだを見つめなおし、疾病の予防・早期発見・早期治療のきっかけづくりとなる特定健診

を行っています。集団健診は８月で終了しましたが、11月までは個別に病院で受診していただくことも可

能です。(お手元にオレンジ色の受診券をお持ちの方は、早めの受診をお願いいたします。)

　また、各種がん検診や歯科検診(無料受診券をお持ちの年齢対象者、妊婦さん)もご活用ください。

睡眠不足・喫煙・運動不足・乱れた食事・過度のストレス・お酒の飲みすぎ…

あなたの生活習慣にイエローカードは出ていませんか？

過ごしやすいこの時期に、今一度自分の健康を見つめなおしてみませんか?

※９月からスタートしたZUMBA GOLD、さつま健康体操教室は定員に若干の余裕があります。

　参加を希望される方はお問い合わせください。

その他の町主催の健康教室

皆さんが作られた作品

後列左より　園田さん、渡邊先生、伊地知さん、松田さん
前列左より　中間さん、内山さん、神園さん

　　

高
齢
者
い
ぬ
ま
き
大
学
の
押
花

ク
ラ
ブ
会
員
（
会
員
数
11
名
）
に

よ
る
『
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
押
花
』

が
完
成
し
ま
し
た
。
今
回
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
つ

ま
る
ち
ゃ
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に
渡

邊
よ
り
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

「
花
び
ら
、
野
菜
、
食
物
」
を
上

手
に
使
っ
て
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
、
動
き
、

背
景
を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
作
期
間
は
２
か
月
か
ら
４
か

月
で
作
品
全
体
が
押
花
で
で
き
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
話

し
合
い
、
工
夫
し
な
が
ら
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
９
月
４
日

か
ら
８
日
に
鹿
児
島
市
の
黎
明
館

で
開
催
さ
れ
た
「
第
22
回
シ
ル
バ

ー
文
化
作
品
展
」
で
展
示
さ
れ
、

今
後
、
町
内
の
施
設
や
町
文
化
祭

で
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

☆
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
作
品
を
制
作

　
さ
れ
た
皆
様

・
神
園　

美
子
さ
ん
（
川
原
町
）

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
踊
り
子

・
松
田　

敏
子
さ
ん
（
川
原
町
）

　

五
ッ
太
鼓

・
内
山　

喜
須
子
さ
ん
（
虎
居
町
）

　

ほ
た
る
舟

・
園
田　

三
千
枝
さ
ん
（
轟
原
）

　

さ
ぁ
〜
一
発

・
中
間　

ス
ミ
エ
さ
ん
（
時
吉
中
城
）

　

農
作
業

・
伊
地
知　

ト
ミ
さ
ん
（
時
吉
中
城
）

　

稲
穂
の
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

　
☆
奨
励
賞
受
賞

作
品
紹
介

押
花
で
見
事
に
完
成

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
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文
化
課
で
は
、
第
９
回
さ
つ

ま
美
術
展
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
「
私
の
好
き
な
さ
つ
ま

町
」
を
表
現
し
た
テ
ー
マ
部 

と
、
自
由
課
題
の
自
由
部
の
２

部
門
で
募
集
し
ま
す
。
例
年
力

作
が
揃
い
、
町
内
の
文
化
の
高

さ
を
伺
わ
せ
る
美
術
展
で
す
。

み
な
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
！

■
応
募
期
間
（
作
品
の
搬
入
）

　

10
月
４
日
（
金
）
か
ら

　

11
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
審
査
の
日
程
上
、
期
限
厳
守

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
作
品

①
作
品
は
水
彩
画
、
油
絵
、
日

本
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
版
画
及

び
そ
の
他
の
絵
画
と
し
、
作

品
の
大
き
さ
は
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

・
保
育
所
・
幼
稚
園
の
部
及
び

小
学
生
・
中
学
生
の
部
は
Ａ

３
（
四
つ
切
り
）
サ
イ
ズ
以

下
と
し
、
高
校
生
・
一
般
の

部
は
30
号
以
下
の
サ
イ
ズ
と

し
ま
す
。

②
作
品
は
額
装
で
の
応
募
と
す

る
が
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の

園
児
及
び
小
学
生
、
中
学
生

の
作
品
は
、
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

③
応
募
作
品
の
出
品
数
は
、
テ

ー
マ
作
品
１
人
１
点
・
自
由

作
品
１
人
１
点
ま
で
と
し
、

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
　
　

■
作
品
の
応
募
方
法

①
町
教
育
委
員
会
文
化
課
及
び

鶴
田
・
薩
摩
教
育
係
ま
で
応

募
期
間
中
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
搬
入
の
際
は
、
出
品
一
覧
表

と
作
品
の
下
部
中
央
に
名
札

を
つ
け
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
こ
の
週
を
文

化
財
保
護
強
調
週
間
と
定
め
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
文
化
財
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

こ
の
期
間
を
含
め
、
以
下
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
町
の

歴
史
・
文
化
を
知
る
絶
好
の
機

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〇
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

特
別
展
　
「
原
田
正
純
の
ま
な

ざ
し
」　

好
評
開
催
中　
　
　

■
期
日　

11
月
17
日
（
日
）
ま
で

■
場
所

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

■
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料　

高
校
生
・
一
般
２
１
０
円

　
　
　

（
１
０
５
円
）
／
人　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

　
　
　
　
　

（
50
円
）
／
人

※
小
学
生
以
下
の
未
就
学
児
は

無
料
。
20
人
以
上
で
団
体
割
引

料
金
を
適
用
（　

）
内
の
金
額

■
そ
の
他　

詳
細
は
、
町
内
公

共
機
関
等
に
掲
示
し
て
あ
る
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〇
ふ
る
さ
と
薩
摩
の
館

　
　
　
　
　
　
　
無
料
開
放

■
期
日　

11
月
17
日
（
日
）　

■
場
所　

ふ
る
さ
と
薩
摩
の
館

　
　

（
求
名
１
２
７
５
３-

３
）

■
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料

　

無
料
（
※
１
日
限
り
）

■
そ
の
他　

当
日
は
隣
接
す
る

薩
摩
総
合
運
動
公
園
で
、
さ
つ

ま
フ
ェ
ス
タ
・
郷
土
芸
能
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、当

館
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
文
化
課　
　

    

　

☎
（
53
）
１
７
３
２

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

　
■
日
時

　

10
月
26
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

10
月
27
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

霧
島
市
国
分
体
育
館

　

（
霧
島
市
国
分
清
水
３
０
９
）

■
内
容

・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
（
タ
ン
ス
・
イ
ス
・
テ
ー

ブ
ル
な
ど
の
木
工
製
品
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
の

金
属
製
品
、
洋
裁
製
品
、
日

用
品
、
野
菜
な
ど
約
５
０
０

品
目
８
０
０
０
点
）

・
矯
正
広
報
コ
ー
ナ
ー
（
受
刑

者
の
生
活
状
況
の
パ
ネ
ル
展

示
・
ビ
デ
オ
放
映
）

・
舞
台
イ
ベ
ン
ト
（
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
・
太
鼓
等
の
演
奏
や
ダ

ン
ス
等
の
演
舞
）

・
刑
務
作
業
体
験
（
刑
務
作
業

の
一
部
を
体
験
）

■
そ
の
他

・
入
場
・
駐
車
場　

無
料

・
臨
時
駐
車
場
（
霧
島
市
役
所

駐
車
場
、
第
一
工
業
大
学
駐

車
場
）
か
ら
会
場
ま
で
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所　

庶
務
課    

　

☎
０
９
９
５
（
75
）２
０
２
５

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
２
生
）
健
診

　

10
月
16
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
２
生
）
育
児
相
談

　

10
月
18
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
８
生
）
健
診

　

10
月
23
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

11
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
７
生
）
歯
科
健
診

　

11
月
７
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
６
生
）
健
診

　

11
月
13
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付　

　

10
月
28
日
（
月
）

　

11
月
11
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布　

　

10
月
16
日
（
水
）

　

10
月
23
日
（
水
）　
　
　
　

　

11
月
７
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
4
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

11
月
５
日
（
火
）

　

11
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

11
月
８
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　　

土
地
は
、
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。

　

将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
土
地
に
つ
い

て
の
関
心
を
高
め
、
自
然
環
境

を
守
り
、
生
活
環
境
の
確
保
と

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
は
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
、

土
地
の
所
在
す
る
役
場
の
土
地

利
用
担
当
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

※
一
定
面
積
以
上
の
土
地

１
．
都
市
計
画
区
域

     

　
５
，
０
０
０
㎡
以
上

２
．
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　   

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

■
届
出
の
必
要
な
土
地
の
取
引

　

売
買
、
交
換
、
共
有
持
分
の

譲
渡
な
ど

■
届
出
者　

　

土
地
の
取
得

者
（
買
い
主
）

※
届
出
を
怠
っ

た
り
、
虚
偽
の

届
出
を
す
る
と
、
６
ヶ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

本
年
中
に
家
屋
を
解
体
（
滅

失
）
さ
れ
た
方
は
、
す
み
や
か

に
「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
翌
年
度
も
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
諸
事
情
に
よ
り
届
出

が
翌
年
に
な
る
場
合
は
、
賦
課

基
準
日
で
あ
る
１
月
１
日
に
存

在
し
た
か
否
か
の
確
認
が
で
き

な
い
た
め
、
当
該
家
屋
を
取
り

壊
し
た
解
体
業
者
の
「
解
体
証

明
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
増
築
し
た
場

合
、
新
た
に
倉
庫
や
車
庫
な
ど

を
建
て
ら
れ
た
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

届
出
書
は
、
税
務
課
及
び
鶴

田
税
務
係
、
薩
摩
税
務
係
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

・
町
県
民
税
第
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期

・
介
護
保
険
料
第
４
期

　

【
納
期
限
10
月
31
日
】

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３
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税
務
課　

資
産
税
係

　
　

内
線
２
１
１
５
・
２
１
１
６

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、

　
増
築
さ
れ
た
ら
届
出
を
！

企
画
課　

企
画
係

　
　
　
　
　

 

　

内
線
２
２
２
２

10
月
は

 

「
土
地
利
用
月
間
」
で
す

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
10
・
11
月
分
】

文
化
課　

文
化
係

　
　

内
線
２
５
５
１
・
２
５
５
２

さ
つ
ま
美
術
展
　

　
　
作
品
募
集
!!

文
化
課　

文
化
係

　
　

内
線
２
５
５
１

11
月
１
日
～
11
月
７
日
は

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

税
務
課　

収
納
第
１
係

　
　

 

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

第
31
回
　
九
州
矯
正
展

８
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    79件

　運んだ人      78人

◆内 訳

　急　病 　39件 37人

　交通事故  8件 10人

　その他　 32件 31人

◆発生件数　　0件
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年
金
相
談

 

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

川
内
年
金
事
務
所
で
も

　
予
約
年
金
相
談
受
付
中

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

新
鮮
野
菜
市
開
催

　
　

（
さ
つ
ま
物
産
館
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

267

504

267
328

504

328

504

24広報さつま25 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2013/10 月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事など、たくさんの声を

お聞かせください。

文章は添削させていただく場

合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

コーナー

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

お 便 り

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧

姓
）
・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等

を
役
場
本
庁
町
民
課
町
民
係
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時

　

10
月
24
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
申
込
期
限　

　

10
月
16
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
先　

　

町
民
課　

町
民
係　

　
　

内
線
２
１
２
５

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
相
談
希
望
日
、
相
談
者

氏
名
（
旧
姓
）
・
配
偶
者
氏
名

（
旧
姓
）
・
基
礎
年
金
番
号
・

相
談
内
容
等
を
川
内
年
金
事
務

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
第
２
土
曜
日
は

週
末
相
談
日
と
な
っ
て
お
り
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
（
22
）
５
２
７
６

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
万
一
の
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

（
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前

納
）
も
あ
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座

振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出

印
）
し
て
金
融
機
関
窓
口
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
か
、
川
内
年

金
事
務
所
に
提
出
（
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整

備
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の

活
動
に
対
し
助
成
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
湯
田
区

が
様
々
な
地
域
行
事
で
活
用
さ

れ
る
音
響
設
備
等
と
、
町
か
ら

区
公
民
館
へ
貸
出
し
用
と
し
て

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
等
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
に

よ
り
、
地
域
活
動
が
充
実
し
地

域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の

促
進
が
期

待
さ
れ
ま

す
。

　

さ
つ
ま
物
産
館
（
宮
之
城
鉄

道
記
念
館
）
で
は
、
毎
週
土
曜

日
の
午
前
９
時
よ
り
新
鮮
野
菜

市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
い
の

ち
と
環
境
を
守
る
有
機
農
業
で

安
心
安
全
の
有
機
野
菜
を
販
売

し
て
い
ま
す
が
無
農
薬
の
た
め
、

葉
菜
類
の
表
面
は
虫
食
い
の
跡

や
形
が
不
揃
い
の
物
も
あ
り
ま

す
。
町
内
で
生
産
し
た
野
菜
を

日
本
農
林
規
格
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
認
証
を
受
け
て
提
供
し
て
い

ま
す
の

で
、
是

非
一
度

お
立
ち

寄
り
く

だ
さ
い
。

貸出し用の椅子やテーブル

９月子牛せり市結果　期日：９月９日(月)～10日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 249 131,874,000 1,030,000 529,614 277

298

289

528,281

528,830

753,000

1,030,000

188,068,000

319,942,000

356

605

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対８月分）

 1,850円高値

  3,155円高値

　  2,416円高値

　
　
　

月
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
広
報

　
　
　

紙
。
町
内
様
々
な
催
し
が
カ
ラ

ー
で
掲
載
し
て
あ
る
の
が
と
て
も
見
や

す
く
て
、
毎
月
読
破
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
（
９
月
）
の
表
紙
の
巨
大
ひ
ま

わ
り
と
子
ど
も
た
ち
に
夏
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
た
気
分
で
し
た
。
広
報
紙
を
読

ん
で
い
る
と
、
私
の
知
ら
な
い
情
報
や

出
来
事
を
紙
面
で
知
る
事
も
多
く
て
、

町
内
を
く
ま
な
く
視
察
で
き
て
い
る
よ

う
で
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
知
り
合
い
の
子
ど
も
た
ち
の

名
前
が
掲
載
し
て
あ
る
と
、
連
絡
を
取

っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
町
を

知
る
唯
一
の
冊
子
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

充
実
し
た
中
身
の
濃
い
広
報
紙
に
し
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
ひ
ろ
り
ん
こ　

女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

毎
月
読
破
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

広
報
紙
で
は
、
町
内
の
様
々
な
情
報
を

掲
載
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
紙
面

の
都
合
も
あ
り
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

に
身
近
な
話
題
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

  

（
総
務
課　

広
報
文
書
係　

 

）

き
り
と
り
線

きりとり線

毎

理由：霧島市との境界
　　　修正のため

３０３.４３㎢⇒３０３.９６㎢３０３.４３㎢⇒３０３.９６㎢

町の面積が変更町の面積が変更
されましたされました

お知らせ

市場まつり
に行く

さつまる
　　　　　ちゃん

イベント名　第６回市場まつり

日　　　時　10月20日(日)　９:00～12:00

場　　　所　さつま町公設地方卸売市場

　　　　　　さつま町船木3080

内　　　容　野菜、果物、花等の販売

　　　　　　ニジマスのつかみ取り、抽選会もあります

湯田区に設置された音響設備等

花



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年１０月１５日生

ちゃん園田蒼空

両親から一言

父　宏　信 さん

母　里　美 さん

笑顔いっぱいでスクスク

　元気に育ってね！

そ の だ そ ら

虎居馬場公民会

26広報さつま27 広報さつま

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
11
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
22
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

税
務
課　

町
民
税
係

東
條　

裕
輔

税
金
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

No．24さつま町よかとこファイル

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お
便
り

　
　

待
っ
て
ま
す

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

柊野小児童による金明竹説明の様子
町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

さ
つ
ま
牛

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。）

　

本
年
５
月
以
降
、
薩
摩
中
央
家
畜

市
場
の
子
牛
競
り
市
平
均
価
格
が
全

国
一
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
昨
年
１

年
間
の
平
均
価
格
で
全
国
３
位
、
今

年
は
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
す
。

　

背
景
に
は
、
全
国
的
に
も
有
名
な

種
雄
牛
が
歴
代
存
在
し
て
優
秀
な
子

牛
の
生
産
地
「
さ
つ
ま
牛
」
と
し
て

定
着
し
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
購

買
者
が
競
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
成
果
と
考
え
ま
す
。

　

生
産
農
家
に
と
っ
て
、
高
い
金
額

で
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
意
欲

を
持
っ
て
飼
育
で
き
る
環
境
に
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
化
や
飼
料
価
格
の
高

止
ま
り
の
状
態
が
続
き
、
飼
養
頭
数

は
伸
び
悩
み
の
現
状
。
ま
た
、
高
値

で
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営

面
か
ら
考
え
る
と
優
良
雌
牛
を
手
離

さ
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
り
、
さ
つ

ま
牛
の
優
良
産
地
を
継
続
し
て
い
く

う
え
で
、
課
題
も
出
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
と
し
て
は
、
優
良
雌

牛
の
保
留
・
導
入
の
促
進
を
は
じ
め
、

増
頭
用
簡
易
牛
舎
建
設
に
対
す
る
助

成
拡
大
や
、
今
回
新
た
に
20
歳
以
上

の
若
者
、
認
定
農
業
者
に
貸
付
牛
の

対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、
農
業
産
出

額
の
６
割
強
を
占
め
る
畜
産
の
振
興

に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

(８月分)

※個人情報の取扱い

　ご記入いただいた個人情報

は、お便りのご紹介・賞品

発送以外の目的では使用し

ません。

　

柊
野
上
地
区
に
は
金
明
竹
と

い
わ
れ
る
竹
が
生
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
真
竹
の
品
種
で
、
節

と
節
の
間
が
黄
金
色
で
枝
の
出

た
上
面
の
溝
が
緑
色
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
珍
し

い
竹
と
さ
れ
て
い
て
、
国
際
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ

の
金
明
竹
に
は
、
節
と
節
の
間

の
模
様
に
よ
っ
て
種
類
が
い
く

つ
か
あ
る
よ
う
で
、
柊
野
地
区

で
は
縦
じ
ま
型
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
竹
が
柊
野
地
区
で

確
認
さ
れ
た
の
は
昭
和
30

年
頃
だ
そ
う
で
す
が
、
小

さ
い
頃
の
私
は
こ
の
竹
の

事
を
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
で
は
柊
野
地
区

で
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ

る
『
ひ
が
ん
花
祭
り
』
の

散
策
コ
ー
ス
で
も
あ
り
、

ま
た
柊
野
小
学
校
児
童
に

よ
る
ガ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト
に

も
な
っ
て
い
て
、
地
域
以

外
の
多
く
の
方
に
も
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
あ
る
見
慣
れ
た

物
が
実
は
珍
し
い
〝
何

か
〟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
ま
に
は
そ
の
〝
何
か
〟

を
探
す
た
め
に
地
元
の
風

景
な
ど
を
思
い
出
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
り
と
り
線

きりとり線

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

職
員
朝
会　

▽
梨
収
穫
祭
（
甫
立
原
）　

▽
県
議
会
文
教
警
察
委
員
会
行
政
視
察
対
応

町
政
座
談
会
（
泊
野
区
）

川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
要
望
会
（
九
州
地
方
整
備
局
）
（
福
岡
県
）　

▽
社
会
福
祉
施
設
夏
祭
り

さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り
・
ニ
コ
ニ
コ
町
会
議

家
畜
セ
リ
市　

▽
県
土
地
改
良
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

町
青
少
年
中
種
子
交
流
事
業
入
町
式　

▽
入
札
（
水
道
事
業
）　

▽
年
金
者
連
盟
川
薩
支
部
総
会

町
都
市
計
画
審
議
会　

▽
か
ご
し
ま
川
西
薩
地
域
振
興
協
議
会
要
望
活
動
（
薩
摩
川
内
市
）

県
市
町
村
長
防
災
研
修
会
〜
市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

川
薩
畜
産
共
進
会
表
彰
審
議
会
ほ
か　

▽
原
子
力
広
域
避
難
先
首
長
協
議　

▽
町
政
座
談
会
（
湯
田
区
）

町
政
座
談
会
（
柊
野
区
）

白
男
川
区
夏
祭
り

臨
時
議
会
（
補
正
予
算
ほ
か
）　

▽
Ｍ
Ｂ
Ｃ
報
道
局
長
来
庁
対
応　

福
祉
施
設
園
長
来
庁
対
応　

▽
金
山
公
民
会
夏
祭
り

町
腎
友
会
要
望
受　

▽
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

▽
鶴
宮
三
区
役
員
交
流
会

か
ご
し
ま
川
西
薩
地
域
振
興
協
議
会
県
知
事
要
望
（
鹿
児
島
市
）

議
会
全
員
協
議
会
（
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
説
明
）　

▽
町
政
座
談
会
（
白
男
川
区
）

北
薩
森
林
組
合
総
会　

▽
徳
島
県
東
み
よ
し
町
町
長
・
議
会
行
政
視
察
来
町
時
対
応　

水
道
運
営
委
員
会

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
長
期
給
付
事
業
委
員
会
（
〜
24
日
㈯
）
（
東
京
都
）

第
16
回
水
辺
の
楽
校
さ
つ
ま
龍
舟
祭
（
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
）

二
渡
南
方
神
社
大
祭
（
郷
土
芸
能
奉
納
踊
）

県
造
林
協
会
総
会
・
県
林
業
改
良
普
及
協
会
総
会
・
県
森
林
組
合
連
合
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

町
政
座
談
会
（
佐
志
区
）

企
業
増
設
立
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政
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（
中
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民
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バ
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・
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康
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・
心
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健
康
づ
く
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ー
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ー
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修
会

ダ
ム
再
開
発
事
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▽
鹿
児
島
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幹
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進
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ま
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謝
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（
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）
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川
事
務
所
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来
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▽
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札
（
水
道
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業
）　

▽
土
地
開
発
公
社
理
事
会

入
札
（
求
名
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造
工
事
）

救
急
の
日
シ
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ジ
ウ
ム
関
係
者
事
前
協
議

第
１
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歯
科
口
腔
保
健
推
進
協
議
会
（
鹿
児
島
市
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宮
之
城
農
高
・
宮
之
城
高
・
薩
摩
中
央
高
三
校
同
窓
会
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２
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４
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５
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６
日

　
　

７
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８
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９
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日
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日
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日

  　

25
日 

    

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

・８月６日　　　 3,706円

　年金者連盟川薩支部総会時

・８月９日  　　 2,468円

　災害対応協力体制協議時

・８月12日　　　 2,996円

　金山公民会夏祭り時

・８月20日　　　 2,555円

　町人権啓発フェスティバル

　講演会時

・８月20日　　　 2,996円

　鶴宮３区役員等交流会時  

・８月27日　　　 4,494円

　町政座談会懇談会時

・８月27日　　　32,260円

　企業増設立地協定時

町長の動静 （平成25年８月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）
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一
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６
円

（
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）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

山下　琢人
や ま し た た く と

さん
山崎小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,041人（+ 11人） 

　男　　10,648人（-  3人）

　女　　12,393人（+ 14人）

    世帯数　9,771世帯

 転入    61人　転出   43人

 出生　  21人　死亡   28人

 （平成25年９月１日現在）

     （　）は前月対比

ぼくが作ったスイーツで笑顔にさせたい
　ぼくには、昔からの夢があります。それは、パティシエです。

いとことケーキを作った時、とても楽しくて、これが将来の仕事

になったらどんなにいいだろうと思ったからです。スイーツ作り

のうでをあげるのはもちろんですが、立ちっぱなしの仕事なので、

足、こしもきたえなければなりません。だから、今は、野球をが

んばっています。値段の手ごろなおいしいスイーツを作れたらい

いなと思っています。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

10　月

11　月

10　月

11　月

13日

14日

20日

27日

３日

４日

10日

薩摩郡医師会病院

稲津病院

てらだ内科クリニック

溝口整形外科

さくらクリニック

益嵜医院

薩摩郡医師会病院

５３－０３２６

５２－３３５５

２１－３２３２

５２－４６６８
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５３－０３２６

13日

14日

20日

27日

３日

４日

10日

青空薬局

やまだ薬局

さし薬局

ヘルシー薬局

きりん薬局

ぎんざ薬局求名店

青空薬局

５２－０１０１

５２－４５８５

２１－３６１０

２１－３７３９

５２－２０３３

３１－６５００

５２－０１０１
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☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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